
	会議経過および会議結果

	（事務局）
　　今年度、各市町の広報誌に折込んで配布することとしており、内容的には８ページ程度で、瀬戸・高松広域定住自立圏による取組を情報発信出来るよう考えている。
（委員）

　　地域資源については、さぬき空港公園等も該当すると思われる。また、マネジメント能力の向上について、香川大学では地（知）の拠点整備事業を行って、共通する地域課題に取り組んでいるが、高松市だけではなく、他の市町にも事業を広げられるとよい。
（事務局）

　　地（知）の拠点整備事業は、大学が所在する市町との連携を図りながら取り組んでいるものである。

（会長）
　　大学と地域の連携は、マネジメント能力の育成のためにも重要であり、広く住民も巻き込み、引き続き取り組んでほしい。
（委員）

　　情報発信をどのように行っていくかが課題である。住民の自発的参加を促していくことが、今後のポイントとなってくる。

　　民間のホームページとも相互にリンクし、裾野が広がる取組を行ってほしい。

（会長）
　　必要な人に、必要な情報を出していくという配慮が必要である。

（委員）

　　文化芸術鑑賞等の機会の提供を行っているが、例えば連携市町の文化芸術ホールと自主事業の開催等で、可能であれば連携が出来ればよい。

（会長）
　　連携市町の文化芸術ホールとの連携は、ビジョンの地域資源の活用とも結びついてくることである。

（委員）

　　高齢者セーフティーネットワーク事業に取り組んでいるが、現在認知症高齢者の徘徊等が問題となっており、引き続き取り組んでいただきたい。可能であれば、連携市町との福祉サービスについて、格差が生まれないような、職員研修等も実施してほしい。
（委員）
　　遠隔医療ネットワーク事業については、離島や過疎地域では非常に重要な連携事業であるが、都市部では特にソフト面の充実等が図られていない。
　　救急医療体制の整備事業については、住民があまり理解していない場合も多く、情報をうまく伝えていかなくてはいけない。
（委員）
　　ビジョンには具体的な取組が示されているが、統一的な目的や方向性はあるのか。また、今後も継続して事業に取り組んでいくのか。
（事務局）
　　目指すべき圏域像としては、「島、街、里が織りなす重層的なネットワークに支えられた創造性豊かな中核・生活交流圏域」としている。水平補完を行いながら、圏域の定住人口の増加を目的としている。国の示す要綱に従い進めている事業であり、継続して取り組んでいくが、国の今後の動向等も見極め、進めていきたい。
（委員）
　　懇談会は中心市だけで構成するものなのか。連携がうまく進んでいくためには、連携市町と共同で議論していくべきではないか。今後は、具体的に行うこと、成果が出ること、効果があること等メリハリをつけ、事業評価も行っていくべきである。
（事務局）

　　懇談会は、中心市としての役割として開催している。事業評価については、次回の懇談会でお示ししたい。
（委員）
　　定住を促進するためには、何が必要か、何をすれば住み続けられるか、移住して来れるのかを考えるべきである。そのためには、仕事、住環境、福祉が重要である。また、若い人に来てもらうには、教育の充実が必要である。ファミリー・サポート・センター事業などは、連携市町への情報提供や人材育成を行っていくべきである。また、巡回医療を充実させるシステムを作ることで、高齢者も安心して暮らせるようになるのではないか。
（委員）
　　定住人口を増やしていくためには、教育の充実が必要である。

（委員）

　　瀬戸内国際芸術祭から男木島が元気になってきているように、都市は地方から学んでいくべきである。小豆島は移住に対する取組が進んでおり、高松市も学ぶべきところがあるのではないか。

（会長）

　　最後に議題（４）その他について、事務局から何かあるか。

【定住自立圏構想推進要綱の一部改正について、地方中枢拠点都市について、今後のスケジュールについて事務局から説明】
（会長）

　　他にないようなので、本日の会はこれをもって終了する。



会　議　記　録


次のとおり会議記録を公表します。
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（会長）


　議題（３）の瀬戸・高松広域定住自立圏共生ビジョンの変更についてですが、事務局から説明をお願いしたい。





【瀬戸・高松広域定住自立圏共生ビジョンの変更について事務局から説明】





（会長）


瀬戸・高松広域定住自立圏共生ビジョンの変更について事務局から説明があったが、質問、意見のある方はお願いしたい。





（委員）


　　地方分権を推進する上で、定住自立圏に取り組んでいくことは、重要なことである。災害時の連携についても、計画の中で踏まえていくべきである。連携している市町とお互いの地域のことをよく知り、改善していくとともに、中心市がより積極的にマネジメントを行っていくべきである。





（委員）


　　「圏域情報の発信及び共有化」の取組の中で、圏域住民に定住自立圏を周知するために、パンフレットを全戸配布するとの説明があったが、実際にどのような取組を行うのか。例えば、共通のイベント情報をカレンダーに盛り込む等することで、より手元に残るものになるのではないか。�
�









